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“ものつくり”は面白い。筆者は、様々な生物活性を持つ物質の合成研究に携わって

半世紀近くになるが、その間に数えきれないほどの難関や失敗に遭遇してきた。これらの

ネガティブデータの中からなんとか転機を探し出して問題を解決し、目的を達成したこと

が多々である。そのポイントはどこにあったのだろうか。筆者自身が実験台に向かってい

て自分の手と目で体験した事実を中心に、“転機”をどうやって見いだしたか、要旨では

プロジェクトと問題点のみを示し、“鍵”の詳細は下記の題材の中からいくつかを選び、

時間の許す範囲で述べてみたい。 

1) Insecticide, Pyrethroids: Preparative Procedure of 2,2,3,3-Tetramethylcyclopropane- 

carboxylic Acid
1) 

副生物の除去はどの段階で、運も大切な味方。 

 

 

 

2) Perfume, -Irone: Selection of the Grignard Reagent
2)

 

カウンターイオンで地獄から天国へ、やり残しは禁物。 

 

 

 

3) The Danishefsky Diene: Enol-Silylation, Triethylamine-ZnCl2 Complex
3)

 

失敗から学び工夫して、やるなら徹底的に。 

 

 



4) Antitumor Sesquiterpene, Vernolepin: Unusual Cyclic Ortholactone Formation
4) 

ネガティブデータこそ宝庫、反応設定は時には大胆に。 

 

 

 

5) Cockroach Pheromone, Periplanone-B: Reductive Elimination of Phenylthio-Benzoate
5) 

スケールアップで質量保存の法則を忘れ落とし穴、後処理にご用心。 

 

 

 

6) Chitinase Inhibitor, Allosamidin: Reductive Elimination of Iodo-Glucoside
6) 

保護基と溶媒の選択と精製、乾燥しすぎても・・・・・・。 

 

 

 

7) Cell-Cycle Inhibitor, Pironetin: Deprotonation and Coupling of Dithiane Derivative
7)

 

低温・長時間必ずしも是ならず。 

 

 

 

 

 

 



8) Cell-Cycle Inhibitor, FR901464 & Spliceostatin: Deprotection at the Last Step
8)

 

保護基の除去で四苦八苦、失敗が呼ぶ新発見、新機能。 

 

 
 

9) Et cetera: Endless Stories・・・・・・・ 

In conclusion, 「頼りになるのは、実験者の手と目と気迫!!!」 
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